
Ⅰ　改革・改善内容（＝施策をより良く実施するための方策）

Ⅱ　施策の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

単位
平成24
年度

平成25
年度

ⅰ ％ ─ 20.1
ⅱ ％ 24.5 21.8
ⅲ
ⅳ
ⅰ ％ ─ 20.1
ⅱ 人 1,627 656
ⅲ 人 1,173 216
ⅳ ％ 24.5 21.8
ⅴ ％ 7.3 10.3
ⅵ ％ 13.8 13.8
ⅶ ％ 16.7 17.2
ⅷ
ⅸ

④施策の事業費 平成25年度決算 平成26年度決算

事業費（千円） 5,892 6,803 円
Ⅳ　評価・検討

Ⅴ　今後の方向性

(単位：円) 63

17.2

男女共同参画社会づくりの進捗の目安として成果指標があり、その向上を目的とし
て、センターを拠点とした意識醸成を図るための事業を実施していく。

③特に重点化する事務事業 男女共同参画推進センターの管理運営に要する経費

④上記方向性の説明

③基本
事業成
果指標

男女が平等であると考える市民割合（市民意識調査）

男女共同参画推進センター主催事業参加者数

27.0

14.5

市民一人あたり事業費（26年度決算）

①成果の方向性 ↑向上

②総合評価

②コストの方向性 →維持

②施策
成果指
標

市民企画セミナー、男女共同参画情
報誌ともに、公募委員として新たに
若年世代など、幅広い年齢層の参
加を促していく。

行政だけでなく、市民自らが取り組んでい
くような事業が必要である。

①課題（目的に対す
る現状など）

平成27年度予算
7,389

政策

少子高齢化の進展や、将来的な人口減少の問題などを踏まえると、家族や職場、地域等あ
らゆる分野において、男女共同参画社会づくりに向けたワーク・ライフ・バランスなどをはじめ
とする各施策が、今後、ますます重要となってくる。

市民企画セミナーは公募委員により企画・
運営され、男女共同参画情報誌は公募委
員により編集・作成されており、それぞれ
市民自ら取り組む事業として実施できた。

市民・職員・事業所
意図（対象をどう
するのか）

男女共同参画意識の醸成・啓発を
図る。

①目的

鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市施策評価表谷市施策評価表谷市施策評価表谷市施策評価表（（（（事後事後事後事後））））

①平成25～26年度
の施策の成果

男女共同参画推進計画第１次実施計画における各担当課の事業を見ると、平成２
５・２６年度ともに、ほぼ全ての事業で予定どおり実施できており、そのことが施策及
び基本事業の成果指標に反映されている。

①前回
の評価
で掲げ
た内容

②施策の概要
男女共同参画推進懇話会で男女計画について広く意見をいただき、進行管理をはじめとし
て計画の推進を図っていくとともに、男女共同参画推進センターを拠点として、意識醸成を
図っていくための事業等を企画・立案のうえ実施していく。

③環境分析（状況変化
や今後の見込み・市民意
向など）

②①に
基づく
取組み
結果

基本目標

③改革・改
善内容

2概ね達成
③総合評価の
理由

基本事業の成果指標では、平成２４年度と比べ、一
部で成果の出ていない指標があるものの、概ね向上
した。

男女共同参画意識の醸成には、計画に掲げている目標達成に向けた種々の事業
を引き続き実施していく必要がある。

平成26
年度

―
26.3

目標値
（27年度）

30.0

425

―
1,527

26.3

施策の名称 143男女共同参画社会143男女共同参画社会143男女共同参画社会143男女共同参画社会づくりづくりづくりづくり

施策のねらい
（めざす姿）

男女が互いに人間として平等に尊重されつつ、責任を分かち合い、その個性と能力
を十分に発揮し、いきいきと暮らしています。

施策担当マネージャー

マネージャー氏名

市民生活部次長

渡邊　忠明

1「健康で生きがいのある福祉・学習都市」をめざして

14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります

指標名称

男女が平等であると考える市民割合
審議会等女性委員割合

女性職員の管理職比率
女性教員の管理職比率
就学前人口に対する保育所入所率

30.0
800
280
27.0
12.5
15.4
16.5

ＤＶ予防講座受講者数
審議会等女性委員割合

19.4


